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飯原 弘二

令和 2年 4月の本誌の編集後記で，新型コロナウイルス感染症の蔓延に関する史上
初めての，法律に基づく「緊急事態宣言」について述べましたが，半年後の 10月現在
もわれわれ脳神経外科医の日常臨床に大きな影を落としています．本年の日本脳神経外
科学会学術総会もWEB開催との併催になりました．
本号の扉では，神戸市立医療センター中央市民病院の坂井信幸先生から，新型コロナ
ウイルス感染症の対応に関する重要な寄稿を頂きました．未曾有の感染症の前に，医療
も社会全体も甚大なダメージを受けています．先の見えない苦難の中で「持続可能性」
を目指すためには，医療を担う者も，何が大事で優先すべきかを取捨選択することが求
められます．「強い心」「支え合う心」「絆」がキーワードであるとの坂井先生のご指摘
に異論を唱える人はいないと思います．
研究では，未破裂脳動脈瘤に対する低侵襲化直達手術としての lateral supraorbital ap-

proachの有用性と注意点に関して，石黒太一先生らから玉稿を頂きました．未破裂脳
動脈瘤の手術においては，安全性と根治性を念頭に置いた治療適応の綿密な決定が重要
であり，今後の長期フォローアップの結果をまちたいと思います．中溝聡先生らは，超
高齢社会において増加する頚椎症性脊髄症に対する後方手術の有用性を報告しており，
心肺機能な良好な症例など，適応の選択に注意を払うことで良好な結果を得ることが可
能と報告しています．
テクニカル・ノートでは，田中達也先生らによる，体位変換を要しない腰部くも膜下
腔―腹腔短絡術腹側カテーテル留置について，後腹膜腔への迷入を避けながら，手術手
順をより簡略化する工夫が報告されています．手術術式は標準的なものを学びながら
も，「常識」を疑い，工夫を続けていく必要を示唆しているものと思います．村岡賢一
郎先生らは，巨大動脈瘤に対する血管内治療アプローチの選択として，直視下に頚動脈
へ 2本のシースを留置する方法の有用性について報告しています．
今後の症例の蓄積と研究の発展を祈りたいと思います．本号ではそれ以外にも，稀で
貴重な症例と教訓に学ぶシリーズの報告を多く頂きました．多忙な中，玉稿を執筆され
た皆様に厚く御礼申し上げます．
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